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オーダ形エレベーターかご室意匠の刷新
New Design of Elevator Cabfor Custom-made Elevator

エレベーターの意匠は,建築デザインの動向を反映してますます高級化,多様化

する傾向にあり,特にかご室はロビーの雰囲気を更にイメージアップする動く小ル

ームとして,そのぎん新さを強く求められてきている｡

また二最近は,時代を反映してエレクトロニクス指向デザインの要求が強くなりつ

つある｡

このような背景のもとに,かご呈を中心としたシステムデザインを展開し,かご

室側壁にデザインを集中的に表現するイメージスペース,開放的雰囲気への転換を

図った立体かご天井,また動く光をアレンジした光ファイバ応用かご大井意匠の開

発,更には乗客に種々の視覚情報を提供するディスプレイの開発などを行ない,か

ご室のイメージアップを図った｡

l】 緒 言

エレベーターの意匠は,建築デザインの発展に伴って,ま

すます多様化する傾向にあー),オフィスビル,ファッション

ビル,ホテルなど,用途に応じてシンプルで機能的な意匠か

ら個性的で新奇性の強いもの,更に豪華でグレードの高い意

匠まで幅広いデザインの対応が要求されてきている｡

更に,エレクトロニクスの急激な発達により,それにマッ

チしたデザインの要求も強くなりつつある｡

このような市場ニーズに対応するため,システムデザイン

の見地から検討し,かご室を中心としたデザインの展開を行

ない,新感覚のエレベーター意匠を確立した｡

以下,かご室を中心としたシステムデザインの展開と,意

匠構成について述べる｡

白 かご室を中心としたシステムデザインの展開

エレベーターデザインをシステム的に考えると,図1に示

すように,乗r)物の性格から信頼性を軸にして,機能,性能,

意匠が有機的に結合し,更にこれらを取り巻く社会環境や建

築用途によって位置付けされる｡

エレベーターデザインの要素をまとめると,図2のように

なる｡すなわち,エレベーターはロー70で懸垂されているこ

とと,密室感が強いことから,乗客に対してはまず安心感と

解放感を与えることがデザインのベースとなる｡

そして,ロビーの延長として高級な雰囲気の維持,向上を

図ることも大切である｡

更に時代動向を反映した個性的な意匠や,先進性の高いエ

レクトロニクス指向の演出も必要である｡

一方,これらのデザイン要素は,建築デザインとの調和の

もとに成り立つことは論をまたない｡

日立製作所は,このような背景のもとに,時代性を反映し

た新感覚のエレベーター意匠を提供することを目的として,

乗客がエレベーターに乗り込むときから,目的階に到着する

までの｢心理空間のイメージアップ+に重点をおき,図3に

示すようなかご室を中心としたシステムデザインの展開を行

ない,建築の用途や個性的な要求に幅広く対応できる新意匠

を開発した｡
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図lエレベーターのシステムデザイン エレベーターデザインのシ

ステム的位置付けを示す｡
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図2 エレベーターデザインの要素 エレベーターデザインに必要な

要素彿成を示す｡
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図3 かご室システムデザインの展開

デザインの展開を示す｡
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図4 イメージスペース

32

昇 降 中 に

●昇降時間を心理的に
短稚

●情報の提供

視 覚 表 示
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かご宝を中心としたシステム

臣】 イメージスペースの提案

かご側壁柑は,建築インテリアとの調和から椎々の要求が

出されてきたが,防火上の規制から難燃以上の材料に限定さ

れ(建築基準法令 第129条の5),鋼板墳装,化粧シートはり,

化准日岡根,ステンレスなど単一素材で構成されるケースが多

かった｡

二のような条件下で,かご室のイメージア､ノブを図る手段と

して,高度な表面処理技術を駆使した複合材の応用を巧▲えた｡

一方,エレベーターが到着しドアが開いたとき,来客に真

っ先に見えるものはかご宅奥の側幣血である｡この側輯面は,

行き止まりの感嘆二と密室感を与え,乗り込むときに抵抗感を

生ずる｡このj底抗i喪を打破するため,先に述べた高級複合材

を集中的にこのスペースに表現したものがイメージスペース

である｡

二のイメージスペースの満山効果を,よりいっそう高める

ために,今回はエッチング処理した着色ミラー柑にプリント

印刷を施し,9種類のデザイ ンパターンをシリーズ化した｡

その標準パターンを図4にホす｡例えば,オフィスビル,シ

ョッヒングビル向けには自然をイメージングしたデザイ ンを,

またホテルやフ7ソションビル向けにはシ､ソクなワンボイ ン
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イメージスペースの標準パターン例を示す｡
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トナサインや文字の美しさを表現したデザインを,更に夜の

雰囲気を要求する高級ナイトクラブのあるビルなどには人物

のデザインや宇宙的なイメージデザインを用意した｡

このほか,種々の素材,又は絵柄との組合せによるイメー

ジスペースの展開が可能であり,建築デザイナーやオーナー

のイ担=隼の表現を集中的に行ない,ビルのイメージアップに寄

与することが其朋寺できる｡

【】 かご天井デザイン

かご天井は,建築の用途,目的によって最も多様なデザイ

ンを要求される部分である｡特に建築インテリアと調和した

雰囲気作りに‾最も強く関与するのが天井デザインであり,そ

の形二伏と照明効果に十分な配慮を必要とする｡

このようなことから,かご天井デザインについては,次の

ような新しい提案を行なった｡

4.】 ミラーの採用

かご重は,密室のイメージがあることから,解放的雰囲気

への転換を図らなければならない｡

このような観点から,今回はミラー面を照明とマッチする

ように配置したデザインの展開を行ない,図5の一例で示す

ように,幅広く対応できる推奨デザインを用意した｡

4.2 立体天井

更に,高級な雰囲気を提供するために立体天井を開発した｡

この立体天井は,従来の平面的な天井に比べ解放感があり,

またゴージャスでファッショナブルな雰囲気を演出できるも

ので,図6に示すようにホテルやファッションビル向け用と

して,3種類のパターンを用意した｡

図5 かご天井意匠 ミラー材を主体にした新形かご天井意匠例を

示す｡
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4.3 光ファイバ応用天井

従来のかご宣子のイメージを大きく変えるために,｢動く光+

をアレンジした光ファイバ応用のかご大井を新たに開発した｡

この光ファイバは,適イ言の分野に応用されてい-るものと異

なり,デコレーション用として開発されたもので,透明アク

リル樹脂頚我維が主材である｡

この光ファイバ応用によるかご天井は,光の色の変化ヰ点

i城により,全く新しいイメージのファンタスティックな雰阿

気をかご案に提供するものである｡

図7にその一例を示す｡この例は,宇宙のイメージを表現

したもので｢銀河+と名付けた｡

このほか図8に示すように,｢花火+や｢サザンクロス+な

ど5種類を標準パターンとして胤鼓した｡

更に,顧客の要求によってはオリジナルデザインへの対応

も可台巨である｡
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図6 かご天井意匠(立体天井) 高級な雰囲気を提供するために開発

Lた立体天井例を示す｡

図7 光ファイバ応用かご天井例 光ファイバを応用Lたかご天井で,

宇宙のイメージを表現Lた｢銀河+の例を示す｡
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(a)花火

(b)サザンクロス

図8 光ファイバ応用かご天井パ

ターン 光ファイバを応用Lたかご

天井の標準パターンの例を示す｡

(a)

図9 かご室トータルデザイン

(b)

(a)にイメージスペース,かご天井の組合せによる

(c)

トータルデザインの例

(オフィスビル用)を,(b)にイメージスペース.かご立体天井の組合せによるトータルデザインの例(高級ホテル用)を.

(c)にイメージスペース,かご立体天井の組合せによるトータルデザインの例(ファッションビル,ホテル向け)をそれ

ぞれ示す｡

B ディスプレイの採用

エレベーターの昇降中に,その時間を心理的に短縮するた

めに,来客に種々の情報を提供するディスプレイを開発した｡

このディスプレイは,エレクトロルミネセンスを応用した

もので,表示色はオレンジイエローであr)表示文字も鮮明で

読みやすく,また意匠性にも優れている｡

今回はかご呈出入口上部に設置し,通常の運転時には造形

パターンやビルの案内をはじめ種々の情報を,また地震などの

非常時には乗客への対応方法などを案内表示するものである｡

l致 かご室トータルデザイン

以上,イメージスペース,かご天井意匠,ディスプレイに

ついて具体的なデザインの展開を行なったが,これを建築の

用途に応じたトータルデザインの一例として,図9(a)～(c)に

示す｡例えば,同図(a)は,自然をテーマにしたイメージスペ

ースとミラーを採用したかご天井との組合せで,機能的なオ

フィスビル向け用としてデザインした例であり,また同図(b)

は光ファイバを応用した宇宙イメージのデザインとソフトな

雰囲気を提供するデザインで,どちらも高級ホテル用として

開発した例である｡更に,同図(C)は個性的でファッショナブ
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ルなファッションビルやホテル向けとしてデザイ ンしたもの

である｡

このように種々の組合せパターンを用意し,建築の用途や

顧客の意向に幅広く対応できるものである｡

また要求によっては,これをベースにしてオリジナルデザ

インへの展開も可能である｡

l】 結 言

以上,オーダーエレベーターのかご室を中心としたシステ

ムデザインの展開と意匠構成について紹介した｡すなわち,

(1)かご室側壁にデザインを集中的に表現するイメージスペ

ースの創造

(2)照明のゴージャス化,フ7ツショナブル化と解放空間を

ねらったかご立体天井の開発

(3)｢動く光+をアレンジした光ファイバ応用のかご天井意匠

の開発

(4)乗客に種々の視覚情報を提供するデイス70レイの開発

以上,多様化と個性の時代に対応したデザイン展開を試み

た｡このデザインが,建築関係者の意向にそうことができ,

建築インテリアとの調和の中で生かされてゆくことができれ

ば幸いと考える｡




